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ブロックチェーン技術を活用することで、
これまでの組織のあり方や意見の合意方法が大きく変わろうとしている。
新しい組織形態であるDAOが社会にもたらす意義とは。
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ブロックチェーン技術によって、こ

れまでの組織のあり方や意見の合意

方法が大きく変わろうとしている。

Web3.0 の主軸となるのが、分散型

を意味するDecentralized と、自律

を示すAutonomousの両方の性質を

合わせもつ、DAOという新しい組

織形態だ。

DAOが私たちの社会や経済にもた

らす意義や可能性は何か。

予想される課題は何か。

情報社会やブロックチェーン技術に

精通する専門家に聞いた。

DAOの世界を
けん引する
先駆者の期待と懸念



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

Ｄ
Ａ
Ｏ
（Decentralized Autonom

ous Organization

：

分
散
型
自
律
組
織
）
へ
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
と
は
、
株
式

会
社
と
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
も
区
別
さ
れ
る
、
Ｗ
ｅ
ｂ
３
・
０
の
分
散
型
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、
新
た
な
組
織

の
あ
り
方
を
指
す
。
特
定
の
所
有
者
や
管
理
者
が
い
な
く
て
も
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
上
で
メ
ン
バ
ー
が
主
体
的
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推

進
し
、
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
新
た
な
社
会
的
課
題
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
個
人
化
」
の
仕
組
み
、
経
済
活
動
の
幅
を
広
げ
る

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
教
授
の
高
木
聡
一
郎
氏
は
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
本
質
に
「
個
人
化
」
を
見
出
す
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
第
一
世
代
で
あ
る
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
信
頼
性
を
担
保
に
、
個
人
と
個
人
が
世
界
規
模
で
業
務
分
担

し
た
り
、
取
引
し
た
り
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
特
に
近
年
の
プ
ロ
セ
ス
重
視
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
で
は
、
独
自
の
コ
イ
ン
で
あ
る
「
ネ
イ
テ
ィ

ブ
ト
ー
ク
ン
」
を
用
い
て
、
意
思
決
定
の
た
め
の
投
票
や
権
利
行
使
を
実
現
す
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
機
能
が
よ
り
重
視
さ
れ
て

い
る
。
挙
げ
ら
れ
て
い
る
不
動
産
運
用
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
も
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
が
能
力
や
ス
キ
ル
を
発
揮
す
る
「
個
人
化
」
の
事
例
と
し
て
興

味
深
い
だ
ろ
う
。
一
方
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ト
ー
ク
ン
を
寡
占
化
し
て
大
き
な
権
限
を
持
つ
可
能
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

米
リ
ッ
プ
ル
社
戦
略
担
当
バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
の
吉
川
絵
美
氏
は
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
経
済
活
動
を
促
進
し
、
全
体
的
に
経
済
の
パ
イ
を
拡

大
さ
せ
る
と
考
え
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
」
に
代
表
さ
れ
る
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
に
お
け
る
「
勝
者
総
取
り
」
的
な
市
場

独
占
を
変
え
る
力
だ
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
メ
ン
バ
ー
の
投
票
を
通
じ
て
、
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
参
加
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
調
整
す
る
こ

と
で
、
規
模
は
小
さ
く
て
も
質
の
高
い
経
済
や
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
重
点
を
置
い
た
経
済
活
動
を
可
能
に
す
る
。
ス
キ
ル
が
あ
れ
ば
、

匿
名
・
仮
名
で
あ
っ
て
も
、
世
界
の
ど
こ
で
も
活
動
で
き
る
「
Ｄ
Ａ
Ｏ
ワ
ー
カ
ー
」
と
い
う
選
択
肢
も
可
能
に
な
る
。
た
だ
し
、
日
本
は
、

米
国
と
比
較
し
て
制
度
面
で
遅
れ
て
お
り
、
国
際
的
な
協
調
を
図
り
な
が
ら
法
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

協
働
の
新
し
い
ツ
ー
ル
、
参
加
者
の
力
を
紡
ぎ
合
わ
せ
る

Fracton Ventures

株
式
会
社 Co-Founder

／
Ｃ
Ｔ
Ｏ
の
赤
澤
直
樹
氏
は
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
人
と
人
と
の
協
力
・
協
働
の
た
め
の
新
し
い

ツ
ー
ル
で
あ
る
と
い
う
。
現
在
、
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業
投
資
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
購
入
の
場
合
、
投
資
リ
タ
ー
ン
の
分
配
や
全
体
へ

の
還
元
に
つ
い
て
、
メ
ン
バ
ー
間
の
事
前
の
合
意
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
取
引
の
執
行
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
（
ス
マ
ー
ト

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
）。
ま
た
ト
ー
ク
ン
を
購
入
す
る
こ
と
で
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
参
加
で
き
る
た
め
、「
経
営
」
と
「
所
有
」
が
よ
り
一
体
化
す
る
。
Ｄ

Ａ
Ｏ
が
高
度
化
・
成
熟
化
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
民
主
政
治
の
プ
ロ
セ
ス
を
補
完
す
る
形
で
社
会
福
祉
を
充
実
さ
せ
る
可
能
性
も
あ
る
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
意
義
は
何
か

―
社
会
的
課
題
の
解
決
に
新
し
い
可
能
性

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
／
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授

宇
野
重
規
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KEY
WORDS

い
ず
れ
の
識
者
も
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
仕
組
み
が
完
成
さ
れ
た
も
の
と
は
言
い
難
く
、
今
後
さ
ら
な
る
法
制
度
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る

点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
先
日
、
暗
号
資
産
の
大
手
取
引
業
者
の
Ｆ
Ｔ
Ｘ
が
経
営
破
綻
し
た
よ
う
に
、
個
人
資
産
の
保
全
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
個
人
化
」
を
前
提
に
、
人
と
人
と
の
新
た
な
協
働
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
個
人
の
自
律
性
・
自

発
性
と
質
の
高
い
経
済
活
動
を
結
合
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
社
会
的
課
題
解
決
の
手
段
と
し
て
も
有
望
だ
ろ
う
。

宇
野
重
規
（
う
の
・
し
げ
き
）

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
。
東
京
大
学
博
士
（
法
学
）。
専
門
は
政
治
思

想
史
、
政
治
哲
学
。

ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
の
正
当
性
の
確
保
な
ど
課
題
は
多
い
が
、
今
後
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
一
般
の
人
が
安
全
に
参
加
で
き
、

持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

黒
鳥
社
コ
ン
テ
ン
ツ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
若
林
恵
氏
は
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
官
僚
制
度
に
対
置
さ
れ
る
統
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
方
式
と
し
た

上
で
、「
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
＝
完
成
形
」
だ
け
で
な
く
、「
参
加
」
や
「
貢
献
」
と
い
っ
た
「
プ
ロ
セ
ス
」
が
重
要
で
あ
る
と
説
く
。
ヒ
ン
ト

に
な
る
の
は
フ
ァ
ン
ダ
ム
（
フ
ァ
ン
集
団
）
だ
。
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
ン
た
ち
は
、
自
律
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
参
加
し
、
各

自
が
自
由
な
発
想
で
応
援
や
広
報
を
行
う
。
こ
う
し
た
活
動
は
、
フ
ァ
ン
ダ
ム
の
中
で
自
律
的
に
生
成
し
た
規
範
や
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
制

御
さ
れ
る
。
行
政
の
領
域
に
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
適
用
す
る
場
合
も
、
市
民
の
自
発
的
な
参
加
を
促
す
た
め
に
、
市
民
を
フ
ァ
ン
化
さ
せ
る
た
め
の

「
対
象
」
が
必
要
で
あ
り
、
活
動
を
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
に
す
る
た
め
に
、「
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」、
つ
ま
り
「
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
紡
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。
興
味
深
い
指
摘
だ
ろ
う
。

社
会
的
課
題
解
決
の
手
段
に
す
る
た
め
に
、
さ
ら
な
る
法
制
度
の
整
備
を

最
後
に
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
応
用
し
た
実
践
例
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
新
潟
県
長
岡
市
の
山
古
志
地
域
は
、
中
越
地
震
の
被
災
や
少
子
高
齢

化
に
よ
る
住
民
の
減
少
で
、
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
行
わ
れ
た
事
業
の
一
つ
が
、
山
古
志
発
祥
の
錦
鯉
を
題
材
に

し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
「Nishikigoi 

Ｎ
Ｆ
Ｔ
」
の
販
売
だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
技
術
を
用
い
て
所
有
者
を
特
定
し
、
唯
一
性
を
保

障
す
る
こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
資
産
と
し
て
価
値
を
生
ん
で
い
る
。
山
古
志
地
域
で
は
、
こ
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
「
電
子
住
民
票
」
と
称
し
、
購
入
者

を
「
デ
ジ
タ
ル
村
民
」
と
呼
ぶ
。
山
古
志
住
民
会
議
代
表
の
竹
内
春
華
氏
に
よ
れ
ば
、「
リ
ア
ル
山
古
志
」
を
活
性
化
し
よ
う
と
、
デ
ジ

タ
ル
村
民
の
発
言
も
活
発
で
あ
る
と
い
う
。「
Ｄ
Ａ
Ｏ
特
区
」
を
作
り
、
公
共
的
な
地
域
型
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
仮
想
通
貨
に
税
制
上
の
優
遇
措
置

を
設
け
る
の
も
一
案
だ
ろ
う
。

Ｗ
ｅ
ｂ
３
・
０
、
新
し
い
組
織
の
あ
り
方
、
社
会
的
課
題
解
決
の
新
た
な
ツ
ー
ル
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識　者　に　問　う
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Ｄ
Ａ
Ｏ
の
意
義
や

可
能
性
は
何
か
。

予
想
さ
れ
る
課
題
は
何
か
。

インタビュー実施：2022 年 12 月～ 2023 月 1 月
聞き手：鈴木壮介（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）

川本茉莉（NIRA 総研主任研究員）　　　　　

個人がつながり、
社会課題解決にスキルを発揮

東京大学大学院情報学環 教授高木聡一郎

デフレーミング、個人化、トークンの寡占化

限界集落に「デジタル村民」、
DAOで地域を活性化する

山古志住民会議 代表竹内春華

Nishikigoi NFT、電子住民票、DAO 特区

DAOという選択肢が増え、
経済活動の幅が広がる

米リップル社 戦略担当バイスプレジデント吉川絵美

経済活動の促進・拡大、DAO ワーカー、法律・制度整備

DAOは公共的・社会的領域で真価、
参加の仕組みに課題

Fracton Ventures 株式会社 Co-Founder/CTO赤澤直樹

スマートコントラクト、経営と所有の一致、安全に参加する仕組み

黒鳥社 コンテンツ・ディレクター若林 恵
自分ができることを持ち寄り参加する、
新たなガバナンス

ファンダム、コンピテンシー、共感すべき対象
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識
者
に
問
う

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
意
義
や
可
能
性
は
何
か
。
予
想
さ
れ
る
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

個
人
が
つ
な
が
り
、
社
会
課
題
解
決
に
ス
キ
ル
を
発
揮

高
木
聡
一
郎

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環

教
授

報
技
術
の
革
新
に
よ
り
、
古
い
枠
組
み
が
破
壊
さ
れ
、
そ
の
中
の
要
素
が
既
存
の
枠
組
み
を
介
さ
ず

に
直
接
つ
な
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
は
こ
う
し
た
流
れ
を
「
デ
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
」
と
呼
ん
で
い
る
。

Ｉ
Ｔ
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
す
れ
ば
、
旧
来
の
組
織
や
仕
組
み
に
頼
ら
ず
に
、
個
人
同
士
の
つ
な
が

り
を
通
じ
て
仕
事
や
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
貨
幣
の
信
頼
性
は
、
中
央
銀
行
の
よ
う
な
組
織

の
権
威
を
根
拠
に
す
る
仕
組
み
が
最
も
効
率
が
良
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
第
一
世
代
で
あ
る

ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の
登
場
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
信
頼
性
を
担
保
に
し
、

個
人
と
個
人
が
世
界
規
模
で
業
務
分
担
や
取
引
を
す
る
。
い
わ
ば
「
個
人
化
」
の
仕
組
み
が
基
礎
に
あ
る
。

一
〇
年
以
上
前
、
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
が
誕
生
し
た
頃
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
完
全
に
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
ル
ー
ル
（
規

則
）
に
基
づ
い
た
厳
密
性
の
高
い
も
の
だ
っ
た
。
取
引
所
な
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
世
界
で
は
、
プ
ロ

ト
コ
ル
（
規
約
）
に
沿
っ
た
自
律
分
散
的
な
運
用
が
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
近
年
は
、
参
加
者
間
で
議
論

し
て
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
重
視
す
る
、
緩
や
か
な
仕
組
み
が
主
流
と
な
っ
た
。
イ
ー
サ
リ
ア
ム
な
ど
の
タ

イ
プ
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
だ
。
プ
ロ
セ
ス
重
視
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
で
は
、
独
自
の
コ
イ
ン
で
あ
る
「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ト
ー
ク
ン
」

を
用
い
て
、
意
思
決
定
の
た
め
の
投
票
や
権
利
行
使
を
行
う
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、
自
律
分
散
的
な
プ
ロ
ト
コ
ル
で

運
用
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
開
発
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
も
内
在
し
て
い
る
二
重
構
造
だ
っ
た
が
、
誰
で
も
提

案
や
投
票
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
機
能
が
よ
り
重
視
さ
れ
、
広
く
普
及
し
て
き
た
。
い
ま
や
、
幅
広

い
分
野
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
「
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
」
の
よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
運
営
さ
れ
、
誰
も

が
簡
単
に
閲
覧
し
参
加
で
き
る
。
一
方
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
起
人
が
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ト
ー
ク
ン
を
寡
占
化

し
て
大
き
な
権
限
を
持
つ
可
能
性
も
あ
り
、
こ
れ
が
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
今
後
の
課
題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
で
実
践
さ
れ
て
い
る
面
白
い
例
に
、
あ
る
不
動
産
運
用
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
あ
る
。
ト
ー
ク
ン
を
保
持
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
空
き
家
を
シ
ェ
ア
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
。
空
き
家
の
魅
力
を
高
め
れ
ば
、
ト
ー
ク
ン

の
価
値
が
高
ま
る
た
め
、
参
加
メ
ン
バ
ー
が
積
極
的
に
家
屋
の
改
良
に
取
り
組
む
と
い
う
仕
組
み
だ
。
メ
ン

バ
ー
が
家
屋
に
寝
泊
ま
り
す
る
の
で
、
利
用
者
目
線
で
開
発
が
進
み
や
す
い
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
物

件
の
担
い
手
、
か
つ
利
用
者
と
し
て
、
個
々
人
が
持
つ
能
力
や
ス
キ
ル
を
発
揮
す
る
「
個
人
化
」
の
仕
組
み

が
生
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
用
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
う
ま
く
組
み
込
ん

で
い
け
ば
、
社
会
的
課
題
な
ど
を
解
決
す
る
領
域
で
、
経
済
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

情
報
技
術
の
普
及
・
発
展
に
伴
う
社
会
へ
の
影
響
を
、
主
に
経
済
学
の
観
点
か
ら
分
析
し
、
企
業
の
経
営
戦
略
や
政
策
の
方
向
性
を
研
究

す
る
。
専
門
は
情
報
経
済
学
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
論
。
東
京
大
学
大
学
院
学
際
情
報
学
府
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
学
際
情
報
学
）。
国
際

大
学
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
教
授
、
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
准
教
授
等
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
よ
り
現
職
。
東
京
大
学
情
報
学
環
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
研
究
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
代
表
も
務
め
る
。
著
書
に
『
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
―
分
散
と
自
動
化
に
よ
る
新
し
い

経
済
の
か
た
ち
』（
翔
泳
社
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
。

高
木
聡
一
郎
（
た
か
ぎ
・
そ
う
い
ち
ろ
う
）

高木聡一郎〔2019〕

デフレーミング戦略
アフター・プラットフォーム時代のデジタル経済の原則

翔泳社
Soichiro Takagi 〔2021〕

Deframing Strategy: How Digital Technologies are Transforming Businesses and 
Organizations, and How We Can Cope with It. World Scientific.

情
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識
者
に
問
う

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
意
義
や
可
能
性
は
何
か
。
予
想
さ
れ
る
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

Ｄ
Ａ
Ｏ
と
い
う
選
択
肢
が
増
え
、

経
済
活
動
の
幅
が
広
が
る

吉
川
絵
美

米
リ
ッ
プ
ル
社

戦
略
担
当

バ
イ
ス
プ
レ
ジ
デ
ン
ト

々
が
共
通
の
目
標
を
掲
げ
て
活
動
を
進
め
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
会
社
組
織
の
よ
う
な
正
式
な
法
人

を
設
立
す
る
か
、
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
に
有
志
が
集
ま
る
か
、
の
二
つ
し
か
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
活
用
す
れ
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
か
つ
分
散
型
で
人
々
が
集
ま
り
協
業
す
る
こ
と
が
で
き
、

こ
の
二
つ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
ら
れ
る
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
効
率
的
な
仕
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
経
済
圏
と
し
て

は
う
ま
く
機
能
し
て
こ
な
か
っ
た
領
域
で
経
済
活
動
を
促
進
し
、
全
体
的
に
経
済
の
パ
イ
を
拡
大
さ
せ
る
と

考
え
て
い
る
。
例
え
ば
、「
投
資
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
や
「
寄
付
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
は
、
ど
こ
に
投
資
や
寄
付
を
す
る
の

か
を
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
の
投
票
で
決
め
る
。
ま
た
、「
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
は
、
面
白
い
ア

イ
デ
ア
を
持
っ
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
中
か
ら
、
支
援
先
を
決
め
、
事
業
計
画
や
資
金
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

「
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
」に
代
表
さ
れ
る
こ
れ
ま
で
の
デ
ジ
タ
ル
経
済
は
、規
模
が
小
さ
い
と
採
算
が
と
れ
な
い「
勝

者
総
取
り
」
の
世
界
だ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
は
、
こ
う
し
た
市
場
独
占
を
変
え
る
力
が
あ
る
。
Ｄ
Ａ

Ｏ
は
、
メ
ン
バ
ー
の
投
票
を
通
じ
て
、
組
織
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
参
加
者
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
調
整
す
る
こ

と
で
、
規
模
は
小
さ
く
て
も
質
の
高
い
経
済
や
、
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
重
点
を
置
い
た
経
済
活
動
が
で
き

人る
よ
う
に
な
る
。
メ
ン
バ
ー
か
ら
提
示
さ
れ
る
提
案
に
対
し
て
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
ト
ー
ク
ン
」
と
呼
ぶ
投
票

権
の
保
有
量
な
ど
に
応
じ
て
投
票
を
行
い
、
意
思
決
定
が
な
さ
れ
る
。
す
で
に
数
千
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
活
動
し
、

ト
レ
ジ
ャ
リ
ー
（
保
有
資
産
）
総
額
は
一
二
〇
億
ド
ル
に
到
達
し
て
お
り
、
今
後
も
拡
大
し
て
い
く
は
ず
だ
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
で
働
く
「
Ｄ
Ａ
Ｏ
ワ
ー
カ
ー
」
と
い
う
新
し
い
選
択
肢
も
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
は
自
分
の
ス
キ
ル

を
生
か
す
に
は
、
特
定
の
国
で
そ
の
法
定
通
貨
で
収
入
を
得
る
形
し
か
な
か
っ
た
が
、
ス
キ
ル
が
あ
れ
ば
、

世
界
の
ど
こ
で
も
活
動
で
き
る
し
、
ス
キ
ル
を
譲
渡
不
可
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
非
代
替
性
ト
ー
ク
ン
）
で
表
現
す
る

こ
と
で
匿
名
・
仮
名
で
も
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
点
で
も
、
人
々
の
経
済
活
動
の
幅
を
広
げ
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
現
状
で
は
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
参
加
し
た
も
の
の
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
期
待
す
る
ス
キ
ル
と
一

致
せ
ず
離
脱
し
て
し
ま
う
人
が
出
て
お
り
、
人
材
を
ど
う
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
く
か
が
課
題
だ
。

日
本
は
、
米
国
と
比
較
し
て
法
律
、
制
度
が
ま
だ
遅
れ
て
お
り
、
国
際
的
な
協
調
を
図
り
な
が
ら
法
整
備

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
投
票
の
仕
組
み
も
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
模
索

し
て
い
る
段
階
で
、
現
時
点
で
は
ま
だ
不
十
分
だ
。
こ
れ
か
ら
多
く
の
人
が
開
発
に
挑
み
、
数
年
で
大
幅
に

改
善
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

米
国
リ
ッ
プ
ル
社
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
本
社
に
て
戦
略
や
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
統
括
。
京
都
大
学
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
研
究
セ
ン
タ
ー
の
創
設
に
参
画
し
、
特
任
准
教
授
と
し
て
産
学
連
携
を
推
進
。
日
本
最
大
の
海
外
送
金
企
業
で
あ
るSBI Rem

it

の
社

外
取
締
役
も
兼
任
。
金
融
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
に
加
え
て
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
テ
ッ
ク
等
の
経
験
も
有
す
る
。
二
〇
二
一
年
にSan 

Francisco Business Tim
es

に
よ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ベ
イ
エ
リ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
最
も
影
響
力
の
あ
る
女
性
一
〇
〇
人
に

も
選
出
さ
れ
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
、
Ｃ
Ｆ
Ａ
協
会
認
定
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
資
格
（
Ｃ
Ｆ
Ａ
）
を
保
有
。

吉
川
絵
美
（
よ
し
か
わ
・
え
み
）

吉川絵美〔2022〕

DAOが新たなキャリアオプションに？
DAOで働くとはどういうことか？

Forbes JAPAN Web
https://forbesjapan.com/articles/detail/48346
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識
者
に
問
う

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
意
義
や
可
能
性
は
何
か
。
予
想
さ
れ
る
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

Ｄ
Ａ
Ｏ
は
公
共
的
・
社
会
的
領
域
で
真
価
、

参
加
の
仕
組
み
に
課
題

赤
澤
直
樹

Fracton V
entures

株
式
会
社

C
o-Founder

Ｃ
Ｔ
Ｏ

Ａ
Ｏ
は
、
人
と
人
と
の
協
力
・
協
働
の
た
め
の
新
し
い
ツ
ー
ル
で
あ
り
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
用
い
た

組
織
形
態
で
あ
る
。
現
在
、
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
事
例
は
、
参
加
す
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
集
ま
っ
た

資
金
を
元
手
に
、
参
加
者
間
で
合
意
し
た
事
業
へ
の
投
資
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
購
入
を
目
的
に
活
動
す
る
も

の
だ
。
投
資
か
ら
得
ら
れ
る
リ
タ
ー
ン
を
ど
う
メ
ン
バ
ー
間
で
分
配
す
る
か
、
あ
る
い
は
全
体
に
還
元
す
る

か
と
い
う
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
メ
ン
バ
ー
間
で
事
前
に
合
意
さ
れ
、
そ
れ
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
す
る
こ
と

で
取
引
の
執
行
が
自
動
的
に
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
と
い
わ
れ
る
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
へ
参
加
す
る
に
は
、
一
般
的
に
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
指
定
す
る
ト
ー
ク
ン
の
購
入
が
必
要
だ
。
ト
ー
ク
ン
と

は
株
式
会
社
で
い
う
株
式
の
よ
う
な
も
の
。
株
式
会
社
は
株
主
が
組
織
を
所
有
し
、
経
営
者
と
従
業
員
が
組

織
を
構
成
す
る
の
に
対
し
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
で
は
「
経
営
」
と
「
所
有
」
が
よ
り
一
体
化
す
る
。
ト
ー
ク
ン
を
誰
も

が
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
Ｄ
Ａ
Ｏ
も
あ
る
た
め
、
全
て
の
人
が
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
運
営
者
兼
所
有
者
に
な
れ

る
。
こ
う
し
た
組
織
の
特
徴
は
、
通
常
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
資
本
主
義
の
仕
組
み
で
は
対
応
で
き
な
い
よ
う
な
コ

レ
ク
テ
ィ
ブ
（
集
合
的
）
な
領
域
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
／
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ク
タ
ー
の
社
会
的
活
動
に
可

能
性
を
広
げ
る
。
私
が
Ｄ
Ａ
Ｏ
に
期
待
す
る
の
は
、
今
後
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
高
度
化
・
成
熟
化
し
て
い
く
こ
と
で
、

既
存
の
民
主
政
治
の
プ
ロ
セ
ス
を
補
完
す
る
形
で
社
会
福
祉
を
充
実
さ
せ
得
る
と
い
う
こ
と
だ
。

た
だ
し
、
人
々
の
生
活
に
強
く
関
わ
る
領
域
で
実
際
に
活
用
し
て
い
く
に
は
、
ま
だ
課
題
も
多
い
。
ま
ず
、

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
「
法
」
と
い
え
る
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を
作
る
プ
ロ
セ
ス
の
正
当
性
を
、
ど
う
確
保
す
る
か
。

次
に
、
シ
ス
テ
ム
上
の
ア
カ
ウ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
と
リ
ア
ル
の
個
人
と
が
一
対
一
で
は
結
び
つ
か
な

い
た
め
、
一
人
で
複
数
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
利
用
し
て
都
合
の
い
い
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
（
取
引
記
録
）
を
起

こ
す
よ
う
な
攻
撃
が
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
根
底
に
あ
る
個
人
主
義
（
セ
ル
フ
ソ
ブ
リ

ン
）
が
行
き
過
ぎ
る
と
、
個
人
の
責
任
負
担
が
大
き
く
な
る
。
例
え
ば
先
般
、
暗
号
資
産
取
引
所
の
Ｆ
Ｔ
Ｘ

が
経
営
破
綻
し
た
が
、
個
人
資
産
が
ど
こ
ま
で
守
ら
れ
る
か
も
未
知
数
だ
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
克
服
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
今
後
、
人
々
が
個
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
活
動
し
て
い
く
動
き
は
大
き
な
趨す

う

勢せ
い

と
な
る
だ
ろ
う
。
個
の
利
益
と
全
体
の
利

益
を
一
致
さ
せ
る
と
い
う
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
丁
寧
に
実
装
し
な
が
ら
、
一
般
の
人
が
安
全
に
参
加
で

き
、
持
続
可
能
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｄ

亀井聡彦・鈴木雄大・赤澤直樹〔2022〕

Web3と DAO
誰もが主役になれる「新しい経済」

かんき出版

Fracton Ventures

株
式
会
社
の
共
同
創
業
者
。
同
社
を
二
〇
二
一
年
設
立
し
、Ｄ
Ａ
Ｏ
を
前
提
と
し
た
ト
ー
ク
ン
設
計
な
ど
、Ｗ
ｅ
ｂ
３
・

０
社
会
の
実
現
に
向
け
た
事
業
創
出
を
国
内
外
で
手
掛
け
る
。
以
前
よ
り
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
デ
ー
タ
解
析
・
機
械
学

習
分
野
を
中
心
に
活
動
し
て
き
て
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
及
び
ス
マ
ー
ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を
利
用
し
た
複
数
の
実
証
実
験
に
企
画
設

計
か
ら
開
発
ま
で
担
う
。『Python

で
動
か
し
て
学
ぶ
！

あ
た
ら
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
教
科
書
』（
翔
泳
社
、
二
〇
一
九
年
）

の
執
筆
を
は
じ
め
、
ト
ー
ク
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
普
及
に
向
け
た
啓
蒙
活
動
や
人
材
育
成
も
行
っ
て
い
る
。

赤
澤
直
樹
（
あ
か
ざ
わ
・
な
お
き
）
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識
者
に
問
う

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
意
義
や
可
能
性
は
何
か
。
予
想
さ
れ
る
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
持
ち
寄
り
参
加
す
る
、

新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス

若
林
恵

黒
鳥
社

コ
ン
テ
ン
ツ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

Ｔ
Ｓ
」
の
み
な
ら
ず
韓
国
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
が
世
界
を
席
巻
す
る
原
動
力
と
な
っ

た
の
は
、
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
の
集
ま
り
で
あ
る
フ
ァ
ン
ダ
ム
（
フ
ァ
ン
集
団
）
だ
と
さ
れ
る
。
フ
ァ

ン
た
ち
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
自
律
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
参
加
し
、
各
自
が
自
由
な
発
想
で
音
楽
を
拡
散

さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
Ｂ
Ｔ
Ｓ
の
応
援
や
広
報
、
フ
ァ
ン
同
士
の
互
助
な
ど
も
行
う
。
俗
に
「
推
し
活
」
と

も
呼
ば
れ
る
こ
う
し
た
活
動
は
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
運
営
側
（
公
式
）
か
ら
一
方
的
に
規
制
さ
れ
る
の

で
は
な
く
、
フ
ァ
ン
ダ
ム
の
中
で
自
律
的
に
生
成
し
た
規
範
や
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
る
。
フ
ァ
ン
ダ

ム
に
お
け
る
事
例
は
「
分
散
型
自
律
組
織
」（
Ｄ
Ａ
Ｏ
）
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
。

「
分
散
」「
自
律
」
と
い
っ
て
も
、
フ
ァ
ン
ダ
ム
の
場
合
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
や
映
画
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ

ラ
な
ど
、
そ
こ
に
は
必
ず
求
心
力
と
し
て
働
く
対
象
が
中
心
に
存
在
し
て
い
る
。
行
政
の
領
域
で
Ｄ
Ａ
Ｏ
を

適
用
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
市
民
が
自
発
的
に
参
加
し
た
く
な
る
価
値
観
や
意
味
が
な
け
れ
ば
、
フ
ァ
ン
ダ

ム
と
同
じ
よ
う
な
自
発
性
や
自
律
性
は
生
ま
れ
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
自
発
的
な
参
加
を
促
す
た
め
に
は
、

市
民
を
フ
ァ
ン
化
さ
せ
る
た
め
の
「
対
象
」
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。「
市
民
に
愛
さ
れ
て
い
る

公
園
を
守
る
」
と
い
っ
た
企
画
で
あ
る
な
ら
、
そ
の
公
園
に
「
フ
ァ
ン
」
が
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
共
感

す
べ
き
対
象
を
中
心
に
人
が
集
ま
っ
て
初
め
て
活
動
は
自
律
分
散
的
に
動
き
出
す
。

こ
の
と
き
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
本
質
的
に
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
組
織
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
音
楽
バ
ン
ド
を
結

成
す
る
た
め
に
、
ギ
タ
ー
や
ド
ラ
ム
と
い
っ
た
役
割
あ
り
き
で
人
を
集
め
る
の
は
「
分
業
」
だ
。
こ
れ
に
対

し
て
Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、「
そ
こ
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
が
で
き
る
こ
と
」、
つ
ま
り
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
紡
ぎ
合

わ
せ
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
。
縦
笛
と
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
手
拍
子
し
か
で
き
な
い
人
し
か
集
ま
ら
な
け
れ
ば
、

そ
の
人
た
ち
で
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
構
想
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
は
「
何
も

で
き
な
い
人
は
い
な
い
」
と
い
う
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
は
、官
僚
制
度
に
対
置
さ
れ
る
統
治
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
の
方
式
だ
。
そ
こ
で
は
、計
画
さ
れ
た
「
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
＝
完
成
形
」
で
は
な
く
、「
参
加
」
や
「
貢
献
」
と
い
っ
た
「
プ
ロ
セ
ス
」
に
重
き
が
置
か
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
で
は
な
く
体
験
（
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
）
の
移
行
が
語
ら
れ
る
こ
と
と

も
そ
れ
は
深
く
関
連
し
て
お
り
、
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
注
目
さ
れ
る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
レ
ー
ベ
ル
「
黒
鳥
社
」
を
主
宰
し
、
分
野
・
メ
デ
ィ
ア
を
問
わ
ず
コ
ン
テ
ン
ツ
を
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
す
る
。
い
ま
の
当
た
り

前
を
疑
い
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
に
つ
い
て
、「
別
の
あ
り
よ
う
を
再
想
像
す
る
」
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
。
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
卒
。

平
凡
社
『
月
刊
太
陽
』
編
集
部
を
経
て
、
フ
リ
ー
編
集
者
と
し
て
独
立
。
雑
誌
、
書
籍
、
展
覧
会
の
図
録
な
ど
の
編
集
を
数
多
く
手
が
け

る
。『
Ｗ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
』
日
本
版
編
集
長
を
経
て
、
黒
鳥
社
設
立
。
著
書
に
『NEXT

GENERATION
GOVERNM

ENT

―
次
世
代
ガ
バ
メ
ン

ト
小
さ
く
て
大
き
い
政
府
の
つ
く
り
方
』（
責
任
編
集
、
日
本
経
済
新
聞
出
版
、
二
〇
一
九
年
）、『
フ
ァ
ン
ダ
ム
エ
コ
ノ
ミ
ー
入
門
』（
共

著
、
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
。

若
林
恵
（
わ
か
ば
や
し
・
け
い
）

Ｂ

ピエール・レヴィ〔2015〕

ポストメディア人類学に向けて
集合的知性

米山優・清水高志・曽我千亜紀・井上寛雄訳
水声社
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識
者
に
問
う

Ｄ
Ａ
Ｏ
の
意
義
や
可
能
性
は
何
か
。
予
想
さ
れ
る
課
題
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

限
界
集
落
に
「
デ
ジ
タ
ル
村
民
」、

Ｄ
Ａ
Ｏ
で
地
域
を
活
性
化
す
る

竹
内
春
華

山
古
志
住
民
会
議

代
表

潟
県
長
岡
市
の
山
古
志
地
域
（
旧
山
古
志
村
）
は
、
二
〇
〇
四
年
の
中
越
地
震
の
被
災
や
少
子
高
齢

化
で
住
民
が
減
り
続
け
、
消
滅
の
危
機
に
瀕ひ

ん

し
て
い
る
限
界
集
落
だ
。
こ
れ
ま
で
、
住
民
や
行
政
に

加
え
て
民
間
の
応
援
団
の
力
も
得
な
が
ら
、
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
試
行
錯
誤
の
中
で

二
〇
二
一
年
末
に
実
施
し
た
事
業
が
、
山
古
志
発
祥
の
錦

ニ
シ
キ

鯉ゴ
イ

を
題
材
に
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
「Nishikigoi 

Ｎ
Ｆ
Ｔ
」
の
販
売
だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
改
ざ
ん
不
能
な
技
術
を
用
い
て
所
有
者
を
特
定
し
、

唯
一
性
を
保
障
す
る
こ
と
で
デ
ジ
タ
ル
資
産
と
し
て
価
値
を
生
ん
で
い
る
。

山
古
志
地
域
で
は
、
こ
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
「
電
子
住
民
票
」
と
称
し
、
購
入
者
を
「
デ
ジ
タ
ル
村
民
」
と
呼
ぶ
。

そ
れ
は
公
的
な
住
民
票
で
は
な
く
、
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
も
接
続
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
保
有
は
山

古
志
に
共
感
し
て
く
れ
る
仲
間
で
あ
る
こ
と
の
証あ

か
しと
考
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
村
民
は
、
地
域
住
民
と
と
も

に
「
山
古
志
Ｄ
Ａ
Ｏ
」
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
択
や
運
営
の
意
思
決
定
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
で
に
、
地
域
存
続
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
村
民
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
択
す
る
投
票
を

実
施
し
、「
山
古
志
の
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を
作
る
」
な
ど
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
採
択
し
た
。
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の

新売
り
上
げ
の
一
部
が
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
予
算
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
のDiscord

と
い
う
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
上
で
は
、
大
雪
の
辛つ

ら

さ
や
豊
作
の
喜
び
と
い
っ
た
、
山
古

志
の
リ
ア
ル
な
日
常
を
共
有
し
て
お
り
、「
リ
ア
ル
山
古
志
」
を
活
性
化
し
よ
う
と
、
デ
ジ
タ
ル
村
民
の
発

言
も
活
発
だ
。
山
古
志
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
実
際
に
来
訪
し
て
設
営
を
手
伝
い
、
ま
た
、
現
地

に
来
れ
な
く
て
も
リ
モ
ー
ト
で
広
報
を
担
う
人
も
い
る
。
山
古
志
の
よ
う
に
小
さ
な
集
落
で
住
民
も
高
齢
化

し
て
い
る
と
、
自
助
・
共
助
は
難
し
く
な
る
一
方
で
あ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
村
民
の
マ
ン
パ
ワ
ー
、
独
自
財

源
と
し
て
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
の
売
り
上
げ
な
ど
を
活
用
し
て
、
弱
体
化
す
る
自
助
と
共
助
を
補
完
し
て
い
き
た
い
。

今
後
、
地
域
型
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
の
制
度
が
も
っ
と
整
備
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
法
整
備
は
時
間
も
か
か
る
の
で
、
ま
ず
は
「
Ｄ
Ａ
Ｏ
特
区
」
を
作
っ
て
、「
公
共
的
な
地
域
型
Ｄ
Ａ

Ｏ
の
仮
想
通
貨
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
を
設
け
る
」
と
い
っ
た
措
置
が
あ
る
と
よ
い
と
思
う
。
各
地
の
地
域

型
Ｄ
Ａ
Ｏ
同
士
が
リ
ー
グ
を
組
ん
で
、
大
き
な
流
れ
を
起
こ
せ
れ
ば
、
国
全
体
の
法
整
備
も
進
展
す
る
と
期

待
し
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
団
体
「
山
古
志
住
民
会
議
」
の
代
表
。
同
団
体
は
、
中
越
地
震
の
被
災
を
契
機
に
、
地
域
の
未
来
を
考
え
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
行
動
す
る
た
め
、
二
〇
〇
七
年
に
発
足
。
竹
内
氏
は
、
全
村
避
難
し
て
い
た
住
民
の
帰
還
時
に
、
共
に
山
古
志
入
り
し
、
復
興
支
援

に
従
事
。
二
〇
〇
八
年
に
地
域
復
興
支
援
員
と
し
て
山
古
志
住
民
会
議
の
事
務
局
を
務
め
、二
〇
二
一
年
四
月
よ
り
現
職
。
限
界
集
落（
ア

ナ
ロ
グ
）
の
価
値
を
最
大
限
に
広
げ
る
の
が
デ
ジ
タ
ル
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
最
適
化
ツ
ー
ル
と
し
て
Ｎ
Ｆ
Ｔ
や
Ｄ
Ａ
Ｏ
を
用
い
た
新
た

な
関
係
性
の
デ
ザ
イ
ン
に
挑
戦
す
る
。
地
方
創
生
に
Ｄ
Ａ
Ｏ
や
Ｎ
Ｆ
Ｔ
を
活
用
し
た
先
進
事
例
と
し
て
、
各
種
講
演
に
登
壇
。

竹
内
春
華
（
た
け
う
ち
・
は
る
か
）

公益財団法人山の暮らし再生機構〔2021〕

2004年新潟県中越地震　被災中山間地域
復興支援 17年の記録

「被災中山間地域復興支援 17年の記録」編集委員会
（山の暮らし再生機構・新潟日報社）
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データで 見る 先駆者の期待と懸念
DAOの世界をけん引する

DAO の組織のあり方DAO の種類

地域活性化をめざす山古志 DAO

注）2023年 1月 27日時点の状況。
出所）Deep DAO（2023年 1月 27日アクセス）、DAO LANDSCAPE（2021）よりNIRA作成。

出所）山古志住民会議「デジタル村民のススメ／限界集落とNFTと DAO」、「デジタル村民とはじめる『集落存亡』をかけた挑戦」を
参考に、NIRA作成。

出所）亀井聡彦・鈴木雄大・赤澤直樹（2022）『Web3 とDAO―誰もが主役になれる「新しい経済」』かんき出版

出所）高木聡一郎（2022）「良いDAO、悪いDAO、どんなだお？」日経COMEMO

DAO の変遷

会社 DAO

DAOのオペレーションツールの提供

プロジェクトへの助成・寄付

プロトコルDAO（トークンによるプロトコル管理）

プロジェクトへの投資

サービスDAO（サービス全般。業務あっせん等）

ソーシャルDAO（趣味・関心のコミュニティ）

コレクターDAO
（NFTの購入・共同保有）
メディアDAO
（メディア制作者と消費者の協働）

総資産規模：120 億ドル　　総組織数：10,992

・経営層が意思決定を行う
・上司の指揮・命令に基づき、従業員が職
務を遂行

・組織を統率する代表者は存在しない
・トークン保有者から出された提案への可
否を、保有者全員の投票で決定
・投票結果に基づいて、プログラムが自動
的に取引を実行

山古志 DAO の活動
＊NFT売り上げが活動資金に

Nishikigoi NFT

域外住民：Nishikigoi NFT を購入
デジタル村民の資格・投票権が与えられる

地域住民：Nishikigoi NFT を希望者に無償配布

コミュニティーチャット
地域存続のアイデアを議論

山古志デジタル村民総選挙
地域存続のプロジェクトプランを、デジタル村民から募集
ガバナンストークンを用いて投票

山古志 DAO の投票権
（ガバナンストークン）

投票資格

業務実行における
人の介在

極少

多

DAO1.0
あらかじめ決められたプロトコルを、自律分散的に実
行することで、組織的に業務処理を実現。ビットコイ
ンのマイニングなど

DAO2.0
あらかじめ決められたプロトコルを、自律分散的に実
行する。
スマートコントラクトの実装で、幅広い業務に対応。
DeFi など

DAO3.0
プロジェクトのトークンの保有者によってコミュニテ
ィーを形成。トークン持ち高に応じた決定権限により
意思決定を行う。コミュニティーと議論を重視（＊）

（＊）�DAO3.0 では、ブロックチェーン／スマートコントラクトはその基盤技
術として活用するが、サービスそのものを自律分散的に実装することは
前提とされていない。

トークン

トークン
ブロックチェーン

トークン

トークン

トークン
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諸活動を紹介するホームページをご利用ください。

［NIRA総研公式Facebook］
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研究成果や活動状況を紹介していますので、ご利用下さい。
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